





























































































































と連絡する会（SOL : Catholic Diocese  of Yokohama Solidarity Center for Migrants ）」
（1992 年発足）、②山梨県の「山梨外国人人権ネットワーク・オアシス（以下、「オアシス」
とする）（1992 年発足）、③千葉県の 「hand in hand ちば」（1990 年発足）の3 団 体であ
る。これらの団体は、特に相談領域を限定せず 、いわば生活全般の相談、寄せられた問題
に対して取 り組んでいる団体であ る。


















































表：1  1　 【外国人医療・生活ネ ット ワー クの活動内容 とその成果 】
?活動の柱 ?具体的な活動 ?これまでの成果
I ?厚生省交渉 ?○ 懇談会報告以降の医療制度の
適用範囲の確認。o
   「質問主意書」の提出（同書に
ついてはp.54 参照）






H ?各 地 域 ご と






































































1999 年9 月、生後1 歳10 ヶ月のK ちゃんは、呼吸困難なためM 病院に受診した。重
篤な状態だったため即日入院となり、1 週間後に退院。しかし、それ以後も症状は落ち着

































n 月29 日、母親からsoL へ電話があり、「保健所へ申請の手続きに行け、とMSW が



















































審査請求は、弁護士の協力を得て7 月31 日一審査請求申し立て、9 月7 日一弁明書、2001
年1 月29 日一準備書面、3 月29 日一再弁明書、9 月19 日一準備書面2 、とやりと
りが行なわれた。審査請求の争点は次の2 点であった。すなわち①「大気汚染条例」が健



























































































ようとも思わない姿勢が伝わってきた。 都の担 当者 から繰り返し発せられた 「そもそも保
険に入れないということが理解できない。皆保険の制度の中でそんなことがありうるのか。

















































11 月6  日、両親がオアシスへ来所、入院日が決定との報告。入院手続きの書類記入を援



































































対象疾病 上も問題 なくすぐ適用と判断されるべき ものなのである。













































































































































































































































































































































●　奄　奄支 援団 体 、ネ ット ワ ー ク
A ：専門職中心のネットワーク、B ：市民中心の支援団体、C  :当時者中心のネットワー
ク
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年9 月1 日、超過滞在により「不法残留」となった外国人の5 家族と単身者2 人か
らなる21 人が、法務大臣の裁量で特例として滞在が認められる「在留特別許可」を求め

























を作成し、短期間の うちに海外の移民政策研究者を含む112 人、国内481 人の賛同を得て、11
月11 日法務人臣に提出された。その後、21 日はAPFS による街頭 キャンペーンが移住
連とともに行われ、一般の人々を中心とする署名運動が開始、12 月12 日にはシンポジウ
ム「岐路に立つ外国人政策一超過滞在者 と在留特別許可」を開催、翌年4 月中旬からは世












この点 からみても当時者 自らが問題解決に向けて行動するとい う、ソーシャルワークの大

































































































































































医療問題、国保問題などを中心テーマに取り組んだ。 1992年5 月31 日に開催された全国


















































































































































































































































































































































































































































































































ークは、クライエントの支援ネ ットワー クであると同時 に、援助者の支援ネットワークで































































































































































































注*1） 本論文では、在留資格に認 められていない就労。 活動に従事する 「不法就労」者、

















は、京都YWCA ・APT （2001 ）を参照。
゛2) 例えば以下のような文献がある。　内海(1992) 、宇和川(1990) 、大貫(1994) 、嘉 山(1992)
、関東 弁護士連合会(1990) 、北原(1992) 、木原(1993) 、国井 ・野見山(1993) 、
小谷(1993) 、小林(1991) 、手塚(1993) 、天明(l993-a,b)、中村(1992-a,b)、松尾(1993) 、
土方(1993) 、丹羽(1994) 、旗 手(1994) 、服部(1994) 、松田(I992a,b) 、和田(1994) 、
渡辺(1994) 。
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*3） 同会についての結成、活動内容については六章p.    209を参照
゛4) 母子保健関係の研究は多数ある。例えば、住友(1990)、佐藤(1990)、白沢・目崎・村
上(1990)、松山(1990)、柳田(1990)、田宮親(1990)、勝野・林(1990)、中村(1994)、中












*7) 精神科領域については、例えば大西(1995, 1998)、梅津(1994) 、桑山(1993,  1995,1999)









*10)　 例えば、高橋(1996, 、2000) 、大浦(1996) 、井野(1996) 、三木(1996) 、菅(1996) 、
村上・門野(1997) 、山田(1998,2000) 、桑原(1999) 、中谷(2001) 、大川(2001-a,  2001-b)、
吉田(1996) 、山村(2000) 、斉藤(1996) 、沢田・奥村・若井(2001) 、杉山(1995) 、































*19)　 外国人医療をめぐる医療制度については、大川（2001- b ,c）、高山（1997）、高橋
（2001 : 101-133）、全国の様々な事例については『Migrants' ―ネット』29,54 を参
照。
*20）人身売買・女性問題の文献については、売買春問題にとりくむ会（1983,   1995)、hand'in.-hand
ちば・外国人労働者と手をつなぐ千葉の会（1994,  1995)、かながわ














もの（e.g. Brubaker ; Hammer ; Layton-Henry : Miller）と、トランスーナショナル







土方(1993 : 94-100)、天明(1995 : 29-38)、斎藤(1996 : 15)、吉田(1996 : 56-58)、
「MF －MASH　 みなとまち健康互助会　資料集」(2002)など。






*31）　朝日新聞　94 年9 月3 日。
*32） 埼玉読売、91 年5 月n 日、読売新聞、91 年5 月18 日 （夕）。
*33） 本事例についての住民監査請求の請求書、住民監査請求の答え、裁判の訴状、関連




関連新聞記事は、京都新聞:91 年3 月20 日、毎日新聞:91 年5 月21 日を参照。そ
の後、同会はF ブレンダ会」として在日外国人の医療費問題に取り組んでいる。






































































い と指摘する。エイ ズに関する知識についての質問で正答率の低 かったものとして 。
「エイズ ウィルスは蚊や 虫で感染する」（:E答率31.2% ）、「検査はエイズウィルスに




ない」との不安を抱いており、このこ ともHIV 抗体検査の受検をためらわせる一因 と
なってい ると考えられると報告している。（小堀栄子他2000 : 142-161 ）
またニグン氏が長野で行った調査でも、自由記述欄に 「AIDS について、 もっと具
体的な情報とか正しい知識とかを受け取りたいから、援助してほしい」とい う回答が
















こ とに、1960 年 代 後 半から1970 年代 に かけ て、伝 統的な 治療 モデ ル として のケ ー ス
ワー クが 社会 問題 を解 決す る のには全 く 無力 であ る こ とへ の批 判 が高 まっ てい く な か
で 、 ワー カー の個別 援助 関係 にお け る権力 性 が批 判 され 、 ソーシ ャル ワー クとい う専
門職 は クライ エン トから の信用 も失 った。 例 え ばH ． パール マン の論 文 「ケー ス ワー
クは 死ん だ か」（1967 年） やw.  c. リシャ ン とA.    R. メ ンデ ルゾ ーン によ る告 発
の 書 『ソー シャル ワー クー一一愛 され る 専門職 』（1973 年 ）は 代表 的な も のと してあ げ
ら れ る。
ま た 、 ジ ョ ー ジ ア 大 学 ポ ラ ン ス キー 教 授 の 論 文 「絶 望 を 超 え て 」（Norman  λPolansky,
 "Beyond Despair" ）では 、「今 日のア メ リカ 社会 にお ける 個人 の疎外 、孤独 、
心 理的隔 離 の増 大す るな かで 、 ソシ アル ・ワ ーカ ー が問 題 の理解 に 努め 、ク ライエ ン
ト が人間 的 確 立の場 を 見出 し 得 るよ うに 、本人 と社 会的 制 度を と もに変 革す る困難 な
課 題 を担 うこ とを避 け る とす れ ば、社会 福祉 の 任務 はも はや解 消 する の他ない 」（訳 ：
嶋 田1974 ） こ とを 強調 してい る。
し かしな が ら、 こ うした 社会的 な問 題 を重 視す る側に 対して 、心 理的 側 面を強 調す
る 立場 か らも防 衛的 な声 は 高まっ てい っ た。 そ れは 、 ソー シ ャル ワー ク機能 に関 す る
伝 統的 論争 で もあ る 「治療 」か 「改 良」 かを めぐ るジレ ンマ であ り 、以 前 に もまし て
鋭 く 厳しく なっ てい っ た （ ウィ リア ム・ シュ ワル ツ1978 : 247 ）。 それち の論争 は 、M.
リッチ モン ド の「小 売的 方 法」と「卸売的 方 法」や 、p. リー の「主義・主張　cause  I
と 「機 能function 」 な ど の論争 を受 け継 い だ まま で、 こ の時代 は 「社 会改 良 」志 向
が優 勢に なっ てい た もの の、ジレン7 が解 決 された わけ では なか った （Henry MiUer,Willard c. Richan
）。
こ うした ジレ ンマ を、NASW の「ア ドボカ シー に 関す る特 別委員 会」の 報告 書で は、























































式 における複数性にはこれまで、異種混淆性(heterogeneity) 、交雑性(hybridity) 、



















ガヤトリ・スピヴァッグ(1998) トリン・T ・ミンハ(1995) 、フランツ・ファノン(1996)
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理令」（昭和26 年政令第319 号）は1951 年11 月1  日、GHQ 占領下でポツダム政令とし









に在留す るこ とができる」とい う暫定措置がとられることとなった。
この法律は、正式には 「ポツダム宣言の受諾に伴い発する命令に関する件に基づく外務
省関係諸命令の措置に関する法律」（以下、法126 とする）と題され、あまりに長いため
「法126 」 と略称されるようになり、また、暫定措置がとられた人々は 「法126 該 当者」
またその子は 「法126 の子」とされた。
ここで注意す べきことは、この峻別政策下の外国人人 口の割合である。出入国 管理令制
定当時、「一般の外国人」はわずか5% であったのに対し、在 日韓国・朝鮮人および中国人
は95% を占めていたのである。例外的措置の対象者が一般外国人よりはるかに多い逆転現




















































お よ び 「 熟 練 技 能 労 働 者 」 等 で あ り
、
当 時 の 国 際 社 会 情 勢 下 に お い て は 欧 米 の 人 が 主 な 対
象 で あ っ た と 考 え ら れ る （ 坂 中 （2001 p.  45-46 ）)
。




「 日 本 人 の 子 と し て 出 生 し
た 者 」 を 対 象 と し た 在 留 資 格 が も う け ら れ て い な か っ た こ と で あ る
。
こ れ は ア メ リ カ が 国
籍 に 関 し て 生 地 主 義 を 採 用 し て い た こ と と 関 係 が あ る が
、
日 本 の 血 統 主 義 と 相 ま っ て
、
日




超 過 滞 在 者 の 子 ど も を 中 心 に 無 国 籍 の 問 題 が 大 き く な っ て い る が
、
実 は 最 初 の 入 管





メ リ カ の 意 向 を 強 く 受 け た 出 入 国 管 理 令 だ が
、
お そ ら く 日 本 政 府 の 意 向 と し て は
、
そ の 後
の 対 応 を み て も 、 外 国 人 を 受 け 入 れ る こ と に は 積 極 的 な 視 点 は も っ て い な か っ た だ ろ う と








「本 邦 で 永 住 し よ う と す




上 陸 手 続 き に お い て 外 国 人 が
、
「 永 住 者 」 の 在
留 資 格 を 取 得 す る 道 が 開 か れ て い た も の で あ る が
、
こ の 手 続 き を 適 用 し 、F 永 住 者 」 と し て
上 陸 を 許 可 さ れ た 例 は な く
、
そ の 意 味 で 移 民 （ 永 住 者 ） の 入 国 を 認 め な い 運 用 が 一 貫 し て
行 な わ れ て き た
。
二 つ め に は
、
日 本 政 府 の 外 国 人 政 府 の オ ピ ニ オ ン リ ー ダ ー 的 役 割 を 果 た し て き た 坂 中 の
出 入 国 管 理 令 に つ い 評 価 で あ る
。
す な わ ち
、
「 こ の よ う に 米 国 か ら 押 し 付 け ら れ る 形 で 作 ら
れ た 「在 留 資 格 」 で あ っ た と い え る が
、
外 国 人 を 幅 広 く 受 け 入 れ る も の
、
人 の 国 際 交 流 の
拡 大 に 対 応 で き る も の と な っ て お り
、1950
年 代 初 期 の 国 際 社 会 の 水 準 か ら す る と 画 期 的 な






年 の 時 点 で
●　●　●　●　●　φ　盾　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　φ
日 本 政 府 が 主 体 的 に 外 国 人 受 け 入 れ 制 度 を 立 案 し て い た と す れ ば
、
こ れ ほ ど 外 国 人 に 開 か
●　●　●　●　●　φ　 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
れ た 制 度 は で き な か っ た と 思 わ れ る （ 点 線 筆 者 ）（ 坂 中　 前 掲P.46 ）
。」








文 化 活 動 な ど
、
欧 米 の 人 に 有 利 な 在 留 資 格 に は な っ て い る も の の
、
そ れ は ア メ リ カ か ら 「 押 し 付 け ら れ た
も の 」 で あ り
、
日 本 が 主 体 的 に な っ て い れ ば
、
も っ と 外 国 人 の 受 け 入 れ に 対 し て 狭 く 閉 じ
た 制 度 に な っ て い た
、
と い う 日 本 政 府 の 受 け 入 れ 姿 勢 を 表 す も の に 他 な ら な い
。
そ し て こ

























































































































1990 年、就労する外国人の総数は26 万人十a となっているが、そのうち、在留資格的
に就労を目的としている者は全体の26%  （67000 人）でしかない。留学生や就学生のアル





















徴としてまず、在留資格について、それまで の18 種類から28 種類への「整備・拡充」で
ある。　しかし村 下（1999 ）は、この在留資格の改正は旧法と比較して も、質量ともに大きな
変化はみられなく、実質的には増加した特別在留許可事例を整理したに過ぎないものであ

















































































































































































力 である。家族のようにつきあい 世話をする雇用主や、雇用主のネットワークで仕 事の紹











③ 本国の家族や文化に関わることでは、言 うまでもなくその根本に経済的な問題 が
大きく存在している。家族に送金をしなければいけないこと、個人よりも家族を重視する
文化的背景がある地域は少なくなく、「家を立ててあげたい」「親を助けてあげたい」と、










































































*13 古屋 哲Migrant-net 2002.10.  No. 53 p.2-5
*14 『国内テロ対策等における重点推進事項』国内テロ対策等に関する関係省庁会議（内
















































































































































































































(1） 性別:調査全体で、男性が101 人(25%) 、女性が299 人(72.9%) 、不明が10 人(2.4%)
で、女性のケースが男性の約3 倍となっている。
（2） 年齢：出産ケースが多いので、O～5 歳が43 人と15 歳以下の93.4% も占めている。
稼動年齢である20  歳以上60 歳以下に集中しており354 人となっている。そのなかでも20
歳～40 歳は310 人で全体の75.6% を占める。5 歳以下の子どもと働き盛りの世代で86%
を占めることになる。
（3） 国籍：上位4 位は「韓国」20.5% 、「フィリピン」20.0% 、「中国（台湾・香港を含め
る）」19.2% 、「タイ」18.5% で2 割前後を推移しており、次いで「ブラジル」が3.4%
で5 番目となっている。地域別で見ると、東南アジアが84.3%   （346 人）が大半を占め























資格者が39.0% と最も多く、以下日本人の配偶者等、が16.6% 、定住者が14.1% 、留
学が4.6% 、家族滞在が4.3% と続いており、これらを合計すると78.6% の約8 割を占め
ることになり、本調査での3 割とは全く逆の構成をしていることがわかる。























必要となることがある。また本調査結果では、1 年未満が20.3% 、1 年以上3 年未満は26%
、3 年以上5 年未満が14.1% 、5 年以上9 年未満が12% となっており、4 人に1 人




不明を除いても消化器疾患の62.5% が2 年未満の発症となっている。また、1 年以上か
ら3 年、5 年と経過すると、妊娠・出産ケースが増加する。比較的長期の滞在期間にお
いてみられる病名との特徴の一つはHIv である。すなわち来日3 年以上9 年未満でHIV

















ては、身 体障害者 手帳 が発行されることを前提としてい るため実際は課題 が残ってい





制度は1 人、養育医療が1 人、そして残りの16 人に対しては何の制度も適用 されてい
ないことが明 らかになった。では、他の上記4 つの制度についてはどうであるかを見た
ところ、各医療制度単独法での適用がされてい るのは現在のところ助産制度と養育医療















で圧倒的 に多く、2 位　 新生児疾患　8.5% 、3 位　 エイ ズ　5.9% 、4 位　 消化




れる。個別の疾患の状況を詳しく見 るた めには、その緊急性の度合い とをクロスさせる
とより明確になるが、ここでは上記5 位 までの疾患類型の具体的な病名について見てい
くこととする。










り、4 人に一人が異常妊娠で受診しているこ とになる。 また出産では、全分娩数197 人
のうち、正常分娩が140 人であるものの、異常分娩が55 人の約27.9% であり、およそ3
人に一人が異常分娩だということになる。 異常分娩の内訳では、帝王切開が最も多く52.6%




これは新生児疾患において さらに明確になる。このよ うに一 口に妊娠・出産ケースとい
っ ても、母子の健康状況に問題のあるケースが多いことがわかる。
次に多 かった新生児疾患の具体的な病名を見てみると、最も多いのが「低体重児」（い






は 「日本」34.6 に対して、「韓国・朝鮮」44.6 、「中国」28.9 、「フィリピン」53.9 、「タ
イ」89.3、「ブラジル」41.5、「ペルー」58.2、「米国」35.1 となっており「フィリピン」「タ
イ」「ペル ー」が高率となっている。また乳児死亡率においても「日本」4.2 に対して 「韓
国・朝鮮」4.7、「中国」3.9 、「フィリピン」17.8 、「タイ」12.0 、「ブ ラジル」5.0、「ペ
ルー」4.3 でとなっており「フィリピン」「タイ」が高率となっていることが指摘されて
い る（李　1998 ）。 また乳児死亡の死因として、例えば1996 年の同人 口動態統計にお
いて見られるものは、多いものから 「周産期に発生した病態」19 人、「先天奇形、変形
及び染色体異常」15 人、「乳幼児突然死症候群」7 人、「心臓の先天奇形」6 人、「その他
の周産期に特異的な呼吸障害及び心血管障害」4 人、「その他の循環器系の先天奇形」3













ちタイが11 人で45% を占めており2 位以下に大きな差を開いている。2 位はミヤンマ
ーの5 人で20.8% 、3 位はナイジェリアの2 人　8.3% となっている。性別では、男性18
人　75% 、女性4 人　16.6% と男性が女性の4 倍強となっている。次節で「緊急性」
という視点から詳細を検討するが、24 人中13 人すなわち2 人に一人は結核、カリニ肺
炎、クリプトコッカス、トキソプラズマ、サイトロメガロウィスル等の疾患に感染して
おり、また合併症を伴わないケースでも「入院時より意識混濁状態」「入院時CD  4が1





























例えば、92 年調査においては、2 週間～1 ヶ月が21.9% 、1 週間未満　20% 、1 ～2 週
293
間　16.3% の順になっており、さらに3 ヶ月以 上1 年未満 も5% ずつあったのに対して、
本年の調査では、1 週間未満が42.0% と圧倒的に高く、次いで1 ～2 週間が17.6% 、そ
して2 週間以上になると1 割に満たなくなり、3 か月以上では1.5 ％以内となっている
のである。この背景としては、本調査は92 年調査に比して結核事例数が減少したこと、
また出産事例が大幅に増加したことがあげられる。　どのような病名が大きく関連してい





（12) 医療費：　医療費で最も多かった金額は31 万円以上40 万円以内であり約3 割を占
めている。これは出産、特に正常分娩が多い ものだと考えられる。 次いで不明、請求な
しと続き、合わせて35.6% を 占める。 これを除いた264 人の うち、50 万円以内でまと
めてみると190 人で約7 割を占める。請求のあったなかで2 番目に多いのが50 万円以
上100 万円以 下で約15% 、以下301 万円以 上3.4% 、200～300 万円　3% となってい る。






自費一括　24.1% 、分割　17.3% 、現金十制度　8.0% 、そして未納2.4% となっている
が、自費と分割はいずれも制度の利 用がない医療費であるので、これらを合わせ ると41.4%
になり、自費支払い の人が最も多くなる。制度利用の内訳は、まず全額公費負担
の制度利用としては、助 産制度が2 割と最も多く、以下、行旅法30 人　7% 、生活保

























人の24.4% で、外国人4 人に1 人の配偶者または同居人は日本人であることになる。以
下、多い順を見てみると、韓国39 人　9.5% 、タイ　17 人　4.1% 、フィリピン　14 人3.4%







設4  （母子寮、児童相談所の一次保護所、養護施設等）、小学校11 人、中学校2 人、高
校1 人となった。配偶者・同居人の数からみるとかなり少ない数字だといえるが、いず
れにせよ、実態的にはかなりの数が家族を形成しているということができる。
正常分娩 ?40 ? 分
娩 ?96 ?
新生児疾患 ?7
異常分娩 ?6 ?小児科疾患 ?5
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一 一 　 －
－ － － y -
－ ‥ 　 －

























































































266?60大阪?女 ?526?中国 ?5 ?
定
住
























































俎m しt 産 有
飛び
込み な　 助
出産　しA. 産 無一一　　 一 一
な　 養
出産 しj良 育 無-
一 一 一
な　　助























































まった ?無 ?無 ?
不
明 ? 興行主が付き添い









患 ?無 ?無 ?興行主が付き添い
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出産 しj無 産 ．を＿
な　 助

























































274 タイ ?6 ?不明 ?
無
一
有 ?997 ?7 ?出産 ?
妊m ・
出産 ?7週初診 ?支援団体へ協力依頼。 ?無 ? 無 ?不明 居候 ?無



























坦aL しA. 産 有
な　　助







































韓 国 ?4 ?





















































迦≪_ し査 。産M 
な　　助


































し しm 無m 
飛び
込み な




























在 ?不明 ?無 ?996 ? ?出産 ?
妊娠・
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?l   C ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?A ?D ?F ?l ?J ?L IaMaoTapIac ?S ?AW ?AX ?AY ?Z BB  I BC?E ?G ?J ?M ?P ?O














































































出産　し 無　 無 無一一一一　一一　　-
な
幽産 しー＿ 無 無
な
出産　し無　 無 無一 一
一
特に な
無　 し無　 無 無一 一 一
な　　不
出支 し隻- 明 七
な
出産　し無　 無 無一 一-
な





出逢　し 無　 無 無一 一 一
な





























































































































293 ? ? ?s明 1 97 ?出産 ?
妊娠・



































































とする ｳ ?無 ?
不i
県 ?彼はフィリピンに居る
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? Ic ? ? ? ? ? ? ? ?Y ? ?A ?D ?F ?I ?J ?L IaMaoIap へ（?S ?W ?AX ?AY ?Z I  bbIbc ?E ?G ?BJ ?M ?P ?Q
















   分割 明一 一
不61
   分*l 明一 一
不8.4
 分m 明一一 一
不27
  分割 明一 一一
不55.6
 分l"l明一 　 一一
不























































㎜ ㎜ 　 ・
























































































































































出産　し 無　 無 無 ??
お金、育児支援について





























第 二 次(2002 年) 調 査回 答 事 例



















出産 しJ 産. 有
特に な





































－ － - －


















310 ?99大阪?女 ?フィリピン ?
?ｴ過
滞
























無　 し 無　 無無 ?無 ?
子
ど




































































































































317 ?05大阪?女 ?25?中国 ?2 ?
留
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? I   C? ? ? ? ? ? ? ?Y ? ?A ?D ?F ?I ?AJ ?L IanI aoIapIac?S ?AW ?AX ?AY ?2    BB   BO?E ?G ?J ?M ?P ?Q
320 ?t>s:k
言 ?











無　 し 無　 無 無-一 一QQ
・
即日 な
λ 胱_ し塞二 無 無QQ
・
即日 なLA
掘. しJl_ 無 羞_＿__
特に な


























































































































































出産　し無　 無 無-一一一-　--－　 一 一
な
進産　し! し 無 無
な
出産　し無　 無 無－一一 一一一　 －一 一
な












































































































・ － 　 －









































































































































































































日本 入 籍の 予定だ がまだ
何も手続きできていない 、ヤ
日本 入 籍予定で区役 所で
聞きながら、書 類をタイから
W － = = －
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? I  C ? ? ? ? ? ? ? ?Y ? ?A ?D ?F ?I ?J ?L IaM aoIapI へ（?S ?W ?AX ?Y ?Z ?B ?C ?E ?O ?J ?M ?P ?Q










































348 ?37大阪?女 ?4－-332S?中匡し ＿
韓国 ?8 ?
留






































































































λ 院　しM^ 産_ 無
な　　饗






辿膚L しし墨∠ 無 無
な　 助

















































































とになる ?19 ?分割 ?
不
明 ? 無 ?
タ
イ ? ｳ
354 ?41大阪 3 タイ s明 ?
無
→






































－ - 　 ヽ



































































































































































































































































一 一 一 一 一
韓 国 特 別 永 住 者 入 籍 は し
て い ない が 、既 に3 人 の 子
あ り。し かし 全 然 手 続 きに 即
か ず,  OS の ま ま 。仕 事 が な
く、子 どもを1 年 前 か ら養 護
巍 般 に 預 けて い る
¶-=・¶s■a-・--l －=--== ・==・ ＝
一 一 一 一 一
手は日本人だが、入
無
㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ¶
禍根旅
一 一 一 - -
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? Fc ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?A ?D ?F ?I ?J　　　IaL  l幼 ?O ?P ?（ ?S ?AW ?AX ?AY ?Z ?B ?C ?E ?Q ?J ?M ?P ?Q




























㎜ ■ － 　 ＝



















保険 ?無 ?100 ?自費?
不
明 ? 無 ? 無 ?
不
明
































明 ?999 ? ?出産 ?
妊娠・
出産 ? ｳ ?無 ?33 ?分創?
不

























































































































在 不明 2000 3 ?陣発 ?
妊娠・








無 ?無 ?無し 居候 ?無

















産 ?無 ??外登して助産適用となる ?33 ?
制






























































































































他院より搬 送入院 緊 即日
QQ ・


















































妊 娠相手は 日本人だが 、既
に別 れていて、今は別 の人
と付き合っている、今後 のこ







一 一 一 一一 一
無し 前夫と離婚後畏男と2
- 一 一 一 一 －
－ － 一 一 一 一
J = - ・・－ ・ = ＝
－ 一一 一 一
・ふ＝ j =
小学 校
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? r c ? ? ? ? ? ?V ?X ? ?Z ?A ?D ?F ?I ?J ?L ?耶 ?O ?P ?C?S ?AW ?AX ?Y ?Z ?B ?C ?E ?G ?J ?M ?P ?O
























































































出産 ?3週初診。 ?出産 ?
な




















































し?無 ?無?無 ?39 ?割?
寒
































し ? 無 ?
不
明 ??不明
404 ?,3  ^
μ ? 1ヽ




















し?無 ?無?無 ?s明 ?自費 ?
本



































し?無 ?無?無 ?帰国 ?s明 ?自費 ?
家













































無 ?000?11? ?3 ?
新生
児疾






















在 ?子ども 2 1 ?未熟児
新生
児疾













































? ? ? ? ? ? ○ ? ? ?A ?E?C ?G ?K ?M ?O ?R ?S ?AT ?AU ?八 ?Z ?A ?B ?C ?E ?F ?H ?J ?K ?L
1 ?D ?県名 ?性別?
年



















































































































? ｳ ?A ?A ?A




ス案 ?無 ?997? ?4 ?IV ? ｳ ?無 ?
?行
旅
法 ?帰国 ? ｳ ?無 ?無




建設業 ?無 ?997? ?4 ?HIV ?O
車来院即日入院。半年前
から具合悉化。帰m を決心
















入院 ? ｳ ?無 ?
?s
旅
法 ?帰国希望で帰国 ?NA ?A
無6 ?7 ? j 8 ?
ナイ
ジェリ




無 ? ｳ ｳ
7 ?0 ?東京 ?男 ?28?タイ ?年 ? 放泉
建設業 ?
無 ?001? ?HIV +カリニ肺炎 ?他院から紹介入院 ｳ ?
?行
旅








ア ?年 無 ?001? ? ?IV ＋トキソプラズマ ?回目。 ｳ ?無 ?
?s
旅
法 ?帰国 ? ｳ 無 ?無
9 ?1 ? ?7 ?タィ ?年 ?m ?有 ?000? ?
?IV 十 ク リ プ ト コ ッ カ ス
＝- 〃--J-r　　 ふ==-=7===HIV ?O


















































































ス彙 ?無 ?997? ?HIV ?
具合が悪くなり、NGO へ相
談。病院を教えてもらいOQ 来
院so 日入院 ? L 無 ?無 ?ｳ
13 ?0)40-
・-13730 ??









































のみ ?無 ?無 ?無 ? ｳ ??NA ?A     NA ?無
16 ?? ? ??
?Tービ





























より帰国 ? ｳ ?目亭
無ie ?軍旅
山梨 ?
女 ?1 ?タイ ?年 ?
サ ビー


























? ? ? ? ? ? ○ ?Y Z ?A ?E?C ?Q ?K ?M ?O ?R ?S ?AT ?AU ?AV?Z ?A ?B ?C　I    BE I  BF ?H ?J ?K ?L
20 ?65 ?SL
東京 ?























入院 ?有 ?無 ?無 ?
?s
旅
法 ｳ ?無 ?無 ?無
無22 ?4 ?東京 9
ミャン














誘惑 無し 制度 無し---
一一
負担366





23 ?21 ?東京 ?女 ?4一一26?
ウガ


















ス業　 無 ?9&7? ?HIV十結核 ?
近医より精査依頼入院。貧血
がおさまらず6 ヶ月を要した ?90 ?
予約
入院 ?有 ?無 ?無 ?
?s
旅
法 ?
行方不明 一定の
冶療後帰国する予
定が、行方不明と
なる ?
ミャンマーの税制度の
関係で波航証明を発
行してもらえず ｳ ?無
¬－
